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国際モスレム協会と１９５０年代日本の対イスラーム宣伝工作

島田大輔
１。 はじめに

（１）本論文の目的

　

周知の通り、中国の一帯一路政策は東南アジア、南アジア、中央アジア、中東のイスラーム世界を
大きく視野に入れている。本報告書所収の別論文でも、一帯一路とムスリムの＝謝系を論じたものが数
多く所収されている。本論文は歴史学的視点から、日本が戦前◎戦後に実施したムスリムへの宣伝活
動について論述遼するものである。現代中国と１９３０～５０年代日本は国内◎国際顎環境が大きく異なり、
単純な比較は困難である。しかし、どのような宣伝が効を奏するのか、何らかの示唆は与えられよう。

　

近年、戦中期に日本が実施していた回教政策に関して注目が集まっている。本論文は、その後史と
して、従来知られてこなかった１９５０年代の対イスラーム工作に関して分析するものである。戦後の
イスラーム工作には、戦前期のノウハウ◎人材が動員されたため、戦前期日本の回教政策に関する分
析を踏まえ、戦前戦後どのように変容したのかを明らかにすることを目的としたい。具体的には、戦
前期日本最大の回教政策機関であった大日本回教協会、そして、その二つの後継団体（公等式／非公豆式）、
特にヲ彰公欝式の後継団体である国際モスレム協会に関して分析を行う。
第一に、戦前期最大の回教政策団体と目された大日本回教協会（以下、回教協会と略討場合もある）
の概略を説明し、公等式の後継団体である日本イスラム協会への改組過程も説明する。

　

第二に、大日本回教協会の非公洋式の後継団体である国際モスレム協会について、宮村三郎旧蔵史料、
および、 機関誌Ｇｒｅｅｎ罰ａｇを通じて明らかにする。 今回、糸跡冨と労力の醍雛系上、Ｇｒｅｅｎ副ａｇ掲載論

文の内容分析には立ち入ることは出来なかったが、人事、財政、掲載論文の大まかな傾向、巻霧雨命文
の内容、読諸などの要素から分析を行いたい。

（２）先行研究
①戦前期日本の回教政策（回教研究）に関して

　

アジア◎太平洋戦争期の陸軍の回教政策（占領地軍政下のムスリム宣撫工作）に関する研究は、中
国の事例１、東南アジアの事例

２を中心に研究成果が積み重ねられている。また、戦時中の回教研究史
（＝「イスラーム研究史」）は、戦時下日本における対イスラーム関心に関する研究潮流の中で主流と
言えるものである。 とりわけ、研

卯瀞対象となるのは回教圏研究所である３。 総じて現在の日本のイス

ラーム研究が如何に発展してきたかという視点むこ基づいて、戦前の「回教研究」を＃塙平することを研
究の出発点としている。「イスラーム研究史”こおける主な関心は、戦時下における、研究の背景◎研
究動向◎研究水準である。戦時下の回教研究の大きな背景として、回教政策の存在は所与のものとし
て扱われるが、その内実に関して十分な分析はなされていない。このような傾向は２０１６年に出版さ

れた中生（２０１６）４においても顕著に見られる。
回教政策機関である回勤務△の研究は近年少しずつ増えているが、研究の問題点として下記の二点

１坂本勉「アブデュルレシト◎イブラヒムの再来日と蒙彊政権下のイスラーム政策」（坂本勉編著÷『日中戦争とイスラー
ム』慶庭識美塾大学出版会２００８）安藤潤一郎「日本占領貫下華北における中国回教糸細罪合会の設立と回民社会」『アジア◎
アフリカ言語文化研宛刻 ８７（２０１４）、棄爺柴敦子『日本占領かの中国ムスリム』早稲田大学出版部２０１８など参照り
２倉沢愛子「動員と統瑞←÷日本軍政期のジャワにおけるイスラム宣撫工作について－」『東南アジア÷歴史と文化－』
１０（１９８１）、及び、小林寧子「イスラーム政策と占領地支配」（収入『岩字虎蔀坐アジア◎太平洋戦争』７

　

支配と暴力
岩波書店２００６）など参照℃
３代表的なものに、臼杵陽「戦時下回教研究の遺産一鞠後日本のイスラーム±櫛或研究のプロトタイプとして－－ｉ『思
想』９４１（２００２）、太淫広嗣「昭和前期におけるイスラーム研究」『宗教研宛刻 ７８：２（２００４） など。
４中生勝美『近代日本の人類学史÷帝国と植配戦也の記憶』震瞥土２０１６。
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が指摘出来る。第一に、対象日納期の問題である。八年間存在した回教協会についての通史的研究がな

されていない。活動実態 糸麟哉運営の総体的把握はなされず、設立経緯に限る研究
５
、国内啓蒙を中

心とした個々の活動◎周辺事情に限る研究６しかない。第二に、史料の問題である。全ての先行研究

において、史料収集が不十分である。大日本回教協会に関する根本的一次史料は、①外務省浦Ｅ緑「本

邦ニ於ケル宗教及布教雑件

　

回教＝謝系」「各国ニ於ケル宗教及布教雑件

　

回教度雛系」（外務省外交史料
館“英

　

以下「本邦回教醍雛系」「各国回教醍雛系」）７と、②大日本回教協会寄託資料「イスラム文庫」（早
稲田大学中央図書館特別資料室鼠 以下「イスラム文庫」）８が存在し、特に、「イスラム文庫」は、回

教協会の活動や運営に関わる内部資料を多く含む、大日本回教協会研究の根本史料である。 しかし、
多くの先行研究では外務省蒲叢縁、「イスラム文庫」のうちどちらか一つしか用いられておらず、また、
そのほんの÷÷÷部しか用いられていない９。とりわけ問題なのは、二種の史料群の比較分析が一切行わ

れていない点である。

②筆者による大日本回教協会研究

　

このような先行研究の問題点の是正を図るべく、筆者はこれまで大日本回教協会に関して、ヨ編の

論文を発縁そしてきたｌｏ。これにより、回教政策日本政府の回教政策と、その中における大日本回教協

会の位置づけは明確になった。筆者が明らかにしたのは次の三点である。第一に、占領士遜統治を念爵頁

に置いた陸軍の回教政策と、対外宣伝、国際宣伝を重視した外務省の回教政策は目的が異なり棲み分
けが行われていたことを明らかにした。第二に、大日本回教協会の毎年の運営資金の金額汲び出所を

もとに、政府の回教政策への熱意の変遷を明らかにし、また、外務省の回教政策の実施機関として大

日本回教協会を捉え直した。第三に、大日本回教協会の対外宣伝政策の実態を解明し、また、従来光

が当たっていなかった四王天会長期も含めて、大日本回教協会の再言軸面を行った。

③国際モスレム協会に関して
松本（２００９）１１が唯一の研究である。同稿により、佐久間貞次郎が戦後国際モスレム協会を主催し

ていた事実がはじめて明らかになった。また、戦前期の佐久間の活動に関して詳細な分析を踏まえた

ものであり、戦前期からの連続性／非連続擬こ関しても説明がなされている。ただし、同稿の主たる

関心は戦前期の佐久間の活動にあり、戦後の記述は最後に少し付された後史に過ぎない。また、同稿

５臼ネ祁湯「戦前日本の「回教徒問題」研究ト回教圏研究所を中心として」（『岩！髭蔀坐「帝国」日本の学知』３

　

東洋学
の磁場、 岩波書店、２００６）。
６重親知左子「松坂屋回教圏展覧会の周辺」『大阪大著詩語文化学』１２（２００３）、及び、重親知左子「宗教団体法をめぐ
る回教公濡忍問題の背景』『大阪大著詩語文化学』１４（２００５）、重親知左子「戦中期日本のイスラーム啓蒙活動÷月刊
『回教世界』をめぐる－考察」『アラブ９イスラム研宛刻 ６（２００８）。
７ 「本邦回教楼駆系」は簿冊二冊、「各国回教楼雛系」は簿冊三冊で構成される。 どちらも史料下部に同種簿冊全冊を通し
た頁番号が付されており、引用にあたり、この頁数を使用した 特に「本邦回教燐雛系」は外務省のイスラーム問題への
取組みを知るための基本資料である。ただし、１９４３年２月までのものしか現存していない。
８イスラム文庫の目録は、店田贋文『戦中期日本におけるイスラーム研究の成果と言軸缶÷早稲田大学「イスラム文庫」
の分析－』科逓研究費補助金研究成ダ贈胎書（２００５）。なお、「イスラム文庫」所蔵史料は、「整靭嫉資料」「未整圏邑資
料ｉ

　

に暫定的に整理されており（２０１９年時点）、典拠を示すとき、 鴎＝を明記した』
９臼杵（２００６）は回教協会の糸偏欝物と外務省流緑（それも１９３８年のみ）しか見ておらず、店田（２００６）は「イスラム
文庫」 しか用いていない。 重親 （２００３）（２００５）（２００８）；湖扇婁物と 「イスラム文庫」 を数点用いているのみである。

代の大日本回教協会

　

１９４２‐１９４５‐－」『次世代アジア言鰐割９（２０１５）以下島田（２０１５Ｂ）。また、回教協会とは醍詐系な
いが、関連論文として、明治末期の宇都宮太郎の対土政策意見書を分析した、島田大輔「明治末期日本における対中東
政策構想一宇都宮太郎「日土醍詐系意見書」を中心に－－」陀好奇怪済史学』５７８（２０１５）がある。
１１松本ますみ「佐久間貞次郎の対中国イスラーム工作と上海ムスリム－－あるアジア主義者をめぐる考察「『上智アジ
ア学』２７（２００９）。
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の国際モスレム協会に関する記述は、機関誌 Ｇｒｅｅｎ国ａｇを分析したものだが、早稲田大学所蔵版
（１９５５～５８年）し力確認されていない 陳京国立ｆ勃城宮資料貧蔀姉競友を見ていない）。そして、国際
モスレム協会の創設に関わる宮村三郎旧蔵史料が未発見な状況下に書かれたもののため、１９５２年の
創設から５４年までの分析がすっぽり抜けている。本論文は、松本（２００９）を踏まえ、国際モスレム
協会の活動に関して詳細な分析を行い、かつ、大日本回教協会との＝謝系を指摘することを目的として
いる。

２． 大日本回教協会の概略と後継団体日本イスラム協会への継承

（１）大日本回教協会の概略とその性格１２

　

大日本回教協会は、１９３８年９月発足した、戦前期日本最大の回教政策機関である。初代会長は林
銑十郎（当時、前ｈき球目）であり、１９４３年に四王天延曇孝（陸軍予備中将、衆議院窟議員）に会長が交代し
た。外務省の外郭団体であり、同省下付の補助金をもとに活動した。

　

大日本回教協会の先行研究のなかには研究機関としての性格を強調しすぎるものが多い。確かに、
回教協会は独自の研究部を持ち、研究活動を行っていたのは事実である。（ただし、糸餅牢な回教研究機
関として戦後のイスラーム研究の素地を形成したと言軸茄される回教圏研究所に比べると、回教協会の
研究活動の言輔弼ま高くない）。 回教協会において研究活動を行っていたのも事実だが、業務の力点は
国際交流、対外宣伝に置かれていた点を見過ごしてはならない。

　

対外宣伝として、具体的には、『日本－その産業と文イ期 （通称『グラフ』、アラビア語、 トルコ語、
ペルシャ語、ウルドウ一語、マレー語などの複数語が用いられた写真グラフ誌）、西アジア向け宣伝ラ
ジオ放送（ＮＨＫの海外放送に協力）などの手段で、海毎外に宣伝を行っていた１３。過去の研究では、
軍部の走狗として描かれる回教協会であるが、実態を見ると、平和的手段を重視した国際交流団体で
ある。戦時下にそぐわない国際交流に固執したため、当局から疑問視されるに至っている。ただし、
回教協会の対外宣伝、国際交流は十分な成果を出していたとは言軸茄できない。対外宣伝は中立国、対
敵協力国（中東や北アフリカ、インドなど）が対象であったが、枢軸国の勢力が該地から駆逐された
結果、日本の宣伝も遮断されるようになった。また、国際交流の輪は思ったように広がらず、対日協
力政権のムスリムとの交流に限定されるようになった。

　

ここでは、大日本回教協会は研究機関としての性格と政策機関としての性格の両者を併せ持ち、政
策機関の性格の方が強かった、ということを確認しておきたい。
筆者の過去の成果により、林銑十郎会長期（１９３８年９月～４２年１１月）と四王天延婁孝会長期（１９４２
年１１月～４５年１０月）の間に、性格の違いが見られることが明らかになった。
林会長期は、回教圏展覧会の開催や『グラフ』、各種パンフレットなどを発行していたが、戦争と無
醍詐系（当局からすれば不要不急）の国際源Ｌ善に重点を置いており、また人的糸噺哉的な欠陥があったた
め、４２年末頃から業務成績不振のため整務型の対象になった。林会長の辞職にともない、四王天延逢孝が
二代目会長になった。四王天は、大ネ編謙太郎専務券理事に業務改善を一任し、結果、林期の人員はほぼ
全員解雇され、少数精鋭体制に移豹テした。第８１回帝国議会での議論を通じて回教協会存続に成功し
た。戦争協力を強め、協会内に回教政策審議会を設置し、政府銘ト省庁に対し意見具申を行った。政策
的な方向性としては、林期は中東をも視野に入れた「全方位」回教政策を指向していたのに対し、四
王天期は、日本の勢力範囲内、すなわち「大東亜」回教政策へと、その重点を移労テさせたことがある。

　

林期と四王天期には、業務の方向性はそこまで変わらない（対外宣伝に重点を置いた、対外宣伝、
研究両立体制）。しかし、その取り組み姿勢は変化した。政府の諮問に積極的に答えるようになり、政

１２本項目の記述は特に断りない限り、拙稿（２００９）（２０１５Ａ）（２０１５Ｂ）を参照℃
１３大日本回教協会の対外宣伝に関しては、拙稿（２００９）が詳しい。
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府の言軸面はアップ（補助金額に反映）。また、既述の通り、四王天期への移餅テにあたり、林期の職員は
ほぼ全員解雇したため、両会長期において人白研董成には大きな断絶がある。

（２）戦後の動向－－１９４５年の解散と日本イスラム協会への継承－

　

大日本回教協会は１９４５年１０月１５日自発的に解消した。その理由は、創立当時と情勢が一変し協
会の目的が達成不可能になったこと、会長が軍人出身者であることが敗戦下の状況に合致しなくなっ
たことなどであった１４。 事実、 四王天は同年１２月２日、Ａ級戦犯容疑者としてＧＨＱに逮謝甫されて
いる（後不起訴処影分）。しかし、最も重要≠娩牟散理由は、逆転腕白勺であるが、イスラームに対する研究活
動を終了させないことにあった。１９４５年９月以降占領軍が進駐を開始しており、回教協会は遅かれ
早かれ解散の危機に瀕していたのである。それまでの回教協会の活動の性格に鑑みれば、強制解散及
び醍駆系文書の接収は免れない状況にあった。 しかし、回教協会内部では回教政策の糸瞬売は不可能であ

っても、イスラームに関する！鰯麹研究の糸隊売は可能であり、また必要と見ていた１５。そのため、回教
協会を解散し形式的に新団体を立ち上げて、研蒲部門とその成果の温存を図ることになった。
そこで、１９４５：年１１月回教協会専務箸理事大ネ煽謙太郎が中心になり、調査研蒲部門を引き継いで「日
本イスラム協会」が設立された１６。この新団体の理事長は大村が務めた。この結果、大日本回教協会
内部の度雛系書類は占領軍の接収を免れ「イスラム文庫」として残ることになった。

　

小村不二男『日本イスラーム史』１７や『イスラム世界』（１９６３年に復活した日本イスラム協会の機
関誌）第二号の座談発会における内藤智秀の証言１８によると、４５年以降の日本イスラム協会は、大村を
中心として、内藤智秀、四王天延婁孝などが集まって研究活動を細々と行っていたが、満足な活動はで
きず開店休業状態であったという。
外務省の戦後外父言強豪（記述内容から、１９５２年３月頃の作成と推定）によれば、ＧＨＱ占領下の日
本イスラム協会は純文化団体として細々と活動していたものの、世界回教圏会議（５２年２月パキス
タンにおいて開催）に招璃されても資金難から応じられない程困窮していたようである１９。そのため、
外務省亜細亜局第二課は、講和条約発売班鋤こ日本イスラム協会を回教圏親善団体として改組し、同協
会に対して事業費補助を行う必要を訴えた２０（補助の実施の有無、実施した場合の補助額などは不明）。
外務省が、独立回復後に回教政策の復活を志向していたことは興味深い。この文書は日本政府が戦後
も回教政策の糸断売を願っていたことを示す貴重な証拠である。 しかし、管見の限り、日本イスラム協
会が回教政策機関として改組された事実は確認できていない。その役目を担ったのは、５２年１０月に
設立された国際モスレム協会であった２１。

　

日本イスラム協会の活動が活性化したのは、１９６２年の大村の没後、理事長を引き継いだ松田寿男
により、１９６３年に糸噺談改編が行われて以後である。日本イスラム協会は社団法人となり現在に至る
まで、イスラーム世界史に関する日本国内有数の学術溺キ究団体として活動を続けている２２。

１４解散理由については、四王天延態孝「大日本回教協会会解散式副＝話要項」（１９４５年１０月１５日）「イスラム文庫Ｊ整圏幣
８５を参照した
１５この点をこついては以下を参照℃

　

四王天延善孝「大日本回教協会会解散式当日訓話要項」（１９４５年１０月２３日）「イスラム
文庫」整圏≧済８６、及び前掲、「イスラム文庫」整姿雪≧済み８５。
１６ 「日本イスラム協会業務開始に当りて」（１９４５年１１月５日）「イスラム文庫」 整理済８７。
１７

　

／跡ず不二男『日本イスラーム！麹 日本イスラーム友好連盟、１９８８、５３５‐５３７頁。
１８

　

「『座談発会』日本におけるイスラム学の歩み」（１９６４年１月２５日実施）『イスラム世界』２（１９６４）７２頁。
１９ 「日本イスラム協会事業費補助」及「日本イスラム協会」（ともに島窮鯵杉ｘ言蘇 「本邦における協会及び文化団体関
係（Ｎ，）」外務省外交史料館

＋霧 収）。
２０同前。
２１全１８冊ある≧滋後列杉叉ｉｉ叢桑「本邦における協会及び文化団体襲雛系」を確認したが、国際モスレム協会の記事はなく、
同会に対する外務省の援助の有無、日本イスラム協会の改組計画と国際穆多噺林協会の設立の因果醍雛系（特に、外務省な
ど政府鞘幾関の介在）などは解明できなかった

　

あるいは、別の簿冊に関連資料が含まれている可能性もあり、解明は今
後の課題員としたい。
２２その後の 「日本イスラム協△」の動向については、板垣雄三「日本イスラム協会の歩みをふりかえる」熊銘；哲也

－１４

　

－



　

日本イスラム協会は、大日本回教協会の公等式な後継団体（＝一つの戦後）である。だが、回教協会

の研究落部門を引き継いだものであり、回教協会が重点を置いていた回教政策機関の面での後継団体で

はない。筆者は戦後における回教政策機関の不在裂こ関して、「イスラーム世界なる領域を一纏めにし、
なおかつムスリムの信仰心に訴えた文化工作（＝「イスラーム政策」）の着想は官民含めて、どこにも

継承されず、戦中戦後で大きな断絶を生むことになる」２３とかつて修士論文で総括したことがある。
しかし、これは国際モスレム協会に関して全く知らなかったための総括である。実際には、国際モス
レム協会が、大日本回教協会の回教政策を引き継ぐ「非公等式の後継団体」（＝もう一つの戦後）として

現れる。以下、宮村三郎旧蔵史料を媒介として、そのあたりの事実を明らかにしたい。

３．大日本回教協会のもう一つの１滋養÷国際モスレム協会に関する概略－

（１）概要
ｇ羽舎帰投：者佐久間貞次郎（１８８６～１９７９）と光社に関して

　

国際モスレム協会（ｌｎｔｅｒｎａｔｉｏｎ副 Ｍｏｓｌｅｍ Ａｓｓｏｃｉａ錠ｏ は１９５２年１０月に設立された。 中心人物は

日本人ムスリム佐久間貞次郎（ただし戦後は佐久間禎を名乗る）である。

　

Ｇｒｅｅｎ国ａｇ創刊号の記事叩こよると、発足式は、１９５２年１０月１５日に帝国ホテルにて行われたよ

うである（出席者５０名）。同記事によると、宇垣一成会長やその他執行部の一部（たとえば岡ネ・揮寧次）

も参加しており、宇垣の会長職は完全な名義貸しではないことが想定される。 ただし、『宇垣一成日
言副 には、国際モスレム協会に関する記述はない。 なお、白崇譜（名誉顧問） は参列していないが、
祝辞を寄せている。

　

佐久間に関して、松本（２００９）が詳しい。佐久間は日本人ムスリムであり、満鉄からの後援を受け

て１９２０年代に 「光社」（垣ｔｅｍａｔｉｏｎｍＭｏｓｌｅｍＡｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ／機関誌 『回光』）を設立し、 上海を舞台

にイスラーム宣伝工作を行っていた人物（大陸麹良人といっても差し支えない）である。

　

下記引用する趣意書（史料１）によると、国際モスレム協会は光社の活動を引き継ぐものであった

という。松本（２００９） において分析された光社章程や、『回光』の内容分析（松本、２００９、１１９‐１２２

頁）を見ると、国際モスレム協会の活動には、光社のノウハウが生かされたと見るべきである。

　

ただし、松本（２００９）１２６頁が分析する通り、佐久間は１９２５年に光社を離れ、１９３０年代の回教政

策全盛日署ｔには超然とした立場にあった（華北、西北の工作員としての活動の言叢歌もあるが、軍部の

支配に＃伴り的な言質も残している）。松本（２００９） は、イスラム文化協会を「光社の方針をほを餅課
したような趣意をもつ」（１２６頁）としているが、イスラム文化協会を吸収した後継団体が大日本回教
協会である（また、イスラム文化協会の前身である回教文化協会は佐久間が主宰）。実際、国際モスレ
ム協会の諸方針や活動は大日本回教協会の影響を認めることができる。佐久間が国際モスレム協会の

発足にあたり、回教協会の旧職員である宮村三郎と協同したのは、自らが第一線から引いていた日慕期

に活動していた回教協会のノウハウを取り入れようとしたからではないだろうか。以上の事由より、
光社←回教文化協会－イスラム文化協会一大日本回教協会÷国際モスレム協会といった、文化宣伝系
の回教政策機関の系譜が想定しうる。こうした意味から、国際モスレム協会は光社、回教協会両者の

後継団体と見ることができるだろう。

　

また、１９２０年代の佐久間が同日署ｔの中国ムスリムから「似非ムスリム」として＃伴り対象となって
いたことは附言しておく必要がある （松本、２００９、１２４‐１２５頁）。 以下明らかにしていく通り、１９５０

年代において、佐久間は在台湾回民からのイ言領を勝ち得、また世界各地のムスリムから国際モスレム

　

「［資料コ

　

日本イスラム協会の沿革 稀高）」（共に『イスラム世界』４４（１９９４）にＨ嫌調 等を参照．
２３島田大輔「戦時下日本の回教政策

　

１９３８‐１９４５÷÷÷外務省と大日本回教協会を中心に」中央大学大郭兜総合政策研究科
修士論文２００８、８５頁。
２４‘宵ｌａｕｇｕｒａｔｉｏｎ

　

Ｍｅｅｔｉｎｇ

　

ｏｆ値ｅ］応ｔｅｍａｔｉｏｎａＩＭｏｓｌｅｍＡｓｓｏｃｉａ錠ｏｎｉｎ恥超〆ｏ“

　

Ｇｚ陀ぬ履ａｇｌ（１）１９５３．

－１５

　

－



協会の活動は高く言軸薗されていた。２０年代と５０年代の佐久間は何が変わったのだろう力も 筆者は、
佐久間自身の変化もさることながら、国際凝環境の変化が佐久間への言軸茄を変えたのではないかと考え
ている。

②機関誌Ｇｒｅｅｎ副ａｇに関して

　

機関誌として、Ｇｒｅｅｎ副ａｇという英語雑誌（のち日本言語欄もできる）が刊行された。当初は月刊を
予定していたようだが、不定期刊を経て 隔月刊に移餅テした。内容は、イスラーム世界の団結を訴えた
もので、イスラーム世界への日本紹介にも力を入れていた。

　

所蔵先は、東京国立ｆ勃然官資料館２５：１（１‐６），２（１）〈１９５３‐５４〉と早稲田大学図書館２６：３（１‐２），４（１‐
５），５（１‐３，５‐６），６（１）＜１９５５‐１９５８＞である。１９５３年の創刊から１９５８年まで現存している 次号あり）。現
存最終号に「閉刊の辞」などがないため、これ以降も刊行が続いた可能性が高いが確認不能である。
中国回教協会と密接な醍賄痢こあったため、台北モスクにバックナンバー揃っている可能性がある。ま
た、世界中の読薩テから手紙が来ているため、欠号が世界のどこかに現存している可能性もある。筆者
は、 カナダ◎マギル大学と米国イェール大学にＧｒｅｅｎ副ａｇの所蔵があることを確認しており、 その
中には日本での欠号も含まれる。両大学には、所蔵総酬嘩の脊鶴忍を含め、一二年以内に調査に行く予定
である。

（２）宮村三郎旧蔵史料とは何か
①史料の来歴

　

本史料は、林銑十郎秘書宮村三郎の旧蔵史料である。宮村三郎は、林銑十郎の縁戚（実弟白上佑吉
（内務官僚）の義弟）である。林銑十郎内閣組閣以降、林の死去までの＆年間林の秘書を務めた。宮
村は『林銑十郎－その生涯と信条÷』， 上，原書房、１９７２の著者でもある。この宮村史料が２０１５年
９月に東京の古書店 偏撫。捨）を通じて売りに出された。 目録を見る限り、以上の伝言疎隔纂の過程で
宮村が収集した林の一次史料を多く含む（宮村に関するものも含む）２７。林は、１９３０年代日本陸軍派
閥抗争史の当事者の一人であり、首相をも務めた人物でもあり、日本政治史上の貴重史料だった。た
だし、一括でなく、分割販売（３５点ほど）されたため史料は散逸した。散逸した宮村三郎旧蔵史料を
構成する一部分（大日本回教協会に関する史料群）は筆者が購入した。

②宮村三郎旧蔵「大日本回教協会関雛系文書」の概要
宮村旧蔵の回教協会関係文書は、大日本回教協会の内部文書（幸弼努こ醍雛系するもの）であり、「イス
ラム文庫」を補完する内容である

　

錘複もあり２８）。 全５４点 ６売りに出た時の案内では約４０点だっ
たが、筆者が精査した結果この数字に）なった。現在は筆者の所蔵であり、史料目録も作成した（紙
幅の関係で今回掲載できないが、整理番号は筆者が付した）。

　

主要部分は大日本回教協会日納期。そして、林銑十郎会長期（１９３８～４２年）に集中している。四王
天会長期の史料は一切含まれていない。大日本回教協会発足以前、解散後の史料も含む。回教協会解
散後の史料として、国際モスレム協会の設立趣意書草稿、人事案、財政計画書などが含まれている。

２５東京国立ｆ勤城官資料室の登録瀞報によると、同館に所蔵される経緯は「寄贈」だという。Ｇｚ兜獲孤ａｇｌ（１）に杉舛ず勇造
（国立ｆ勃然官図書室長）が寄稿しており、そのため÷年間Ｇｒｅｅｎ

　

則ａｇの寄贈を受けたためと思われる。
２６早稲田大学に入っているものは松田寿男の旧蔵である。 松田は、１９５５年以降、国際鮫÷スレム協会に設針阻された「イス
ラム圏問題喜研究室」 に参加しており、 これによりＧ彫ｍ 風ａｇの寄贈を受けたと推定できる。 なお、 松囲ま、１９６０年に
日本イスラム協会の常任理事、６３年に同会理事長を務めている。
２７たとえば下記の通り。「宮村三郎『株銑十郎』末発滋靭…融資一括」「林銑十郎

　

草稿◎書簡り色紙等一括」「林銑十郎
自筆手記三冊」「イスラム教及びコダヤ問題に関する林銑十郎自筆の研究ノート」「大日本回教協会ほかイスラム教楼尋連
資※聯勺４０点一括」など。『風船捨古書目金剥１１－音楽と暮らし風船捨 （２０１５年１０月）を参照。
２８重複している史料のうち、たとえば、「大日本回…鮒姦

△業務キ静十」「宮村三郎旧蔵史料」整理番号１２、島田大輔蔵
は、大日本回教協会の糸餅哉構造、初期の目的、予算計画などが分かる÷級史料であり重要。なお、以下の宮村三郎旧蔵
史料の表記は、「宮村史料」１２のように略記する。また、二度目以降は史料タイトルを省略する。

－１６

　

－



宮村の名前も記載されており、宮村の関与が分かる（詳細は下記説明）。

（３）設立趣意書及び目的
設立趣意書と団体の目的は、宮村三郎旧蔵史料に日本語文（数次の修正が行われた形跡のある準備
文）とＧｒｅｅｎ国ａｇ掲載の英語文の２種類が存在する。以下、日本言語版の趣意書と目的の最終版と思
われるものを掲げる

　

にの最終版と英語版との差違は事項の順明孫製度の細かな差違）。

　

一読して分かる通り、国際反共主義を旗印に「３Ａ士勘或（アジア、アラビア、アフリカ）」〔＝松本

（２００９） によると佐久間独自の概念〕のムスリム

　

倣び非ムスリム）」と連帯することが目的であっ
た。

便料１）国際モスレム協会設立趣意書２９
第二次大戦後所謂三Ａ士勘或の情勢は急転回し、就中中国は己に全くソ聯の一大衛星国家と化し

異状なる変貌を呈して来たことは周知の通りであり、殊にイスラム諸民族の台頭に至っては思ひ

半に過ぎるものがある。
我等は薮に対日講和を契機として内外の局面に呼応せんがためイスラム問題の根本的調査研

究を行ひ、所謂三Ａ士櫛或のイスラム諸民族を紐帯とし、非イスラム諸民族とも相提携し、各民

族の文化交流と世界平和達成のため一大国際励疾震動を展開せんとするものである。
我等は曾って、民国十二年より十八年の数年間に亘り、上海に於て、世界モスレムの支援の下
に、国際モスレム協会を結成し、機関誌「回光」 僕漢両文）を発刊して大いに各国イスラム民

族を鼓舞した。
今回当時の活動を基礎とし、更に新たなる構想の下に国際モスレム協会を設立し、先づ機関誌

「糸勃震」を発行し、所謂三Ａ 地域のモスレム並に非イスラム諸民族に対し、宗教就７部峯済科学
す学芸術泡生名垢乙γ百ス才唐斜沫日石の樹強星し副攻；幕シ『客÷ナスレ堂に

　

我国再建の≠網なる産業経・落の

是本協会の設立趣意であって、我等は薮に此の我等の企画に対し世界イスラム諸民族は勿論内
外有力識者の理解ある協力と賛同を要望してやまぬ次第である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

以 上

便り料２）国際モスレム協△定款（抜粋り鴻
第二章

　

目的及事業

　

第三条

　

本会はアジア、アラビア、アフリカの所謂三Ａ士勘或をこ分布せるモスレムを中心に非

イスラム民族とも連絡し、有色諸民族の文化の交流跳室済の発展情報の交換等に依って相互の親善

と協力とを図り、以て世界平和の達成に寄与するを目的とす。
第四条

　

本会は前条の目的を達成する為、左の事業を行ふ。
－、機関誌、月刊「糸剥虞」（グラフ式英文誌）其他の発行

－、三Ａ士勘或の政治産業経済教育軍事文化一般の調査研究
三、学生、研究家親書吏節経済使節観光団等の彼我交換並にその斡旋
四、イスラム寺院モスレム…餅記僻等の建設

五、各ボ転敵寅会、座談炎会、展覧会等の開催

六、其他本会の目的達成の為必要と認められる事項

（４）宮村三郎史料から見る設立糸酬章
設立糸酬嘩◎過程の考察のためには、宮村三郎旧蔵史料５１～５４が重要である。 国際モスレム協会に

２９「宮村史料」５３。本史料は修多正痕が多い（たとえば国際回教徒協会を国際Ｒ÷スレム協会に修正）が、以下の翻刻で
は、 修多正後のものを起こした』
３０「宮村史料」５３。

－ １７

　

－



関する唯一の未公刊史料である。以下、その一覧を並べる。

※整理番号は作成年月日の時系列で昇順に並べているが、５１～５４は内容を精査して、作成過ポ劉順
に番号を振った。整理番号５４は史料名の記載が原本にないため、内容に即して筆者が命名した。

　

この４点の中で特に重要なのは体裁が整っていて、かつ比較することで策定過程の推移が分かる整
理番号５１と５３である◎設立趣意書、 定款の最終版と思われる５３が１９５２年５月１日の日付けがあ
る （１９５２

年１０月の発会式の五ヶ月前）。この中には、設立趣意書の草稿を含む（整卿竪番号５１～５３）。当初は国
際回教徒協会という名称であったこと（５３の時点で修幼Ｅ３１）、「３Ａ士勘蘭こ対する宣伝」という要素は
５日こはなく、５２以降に加わったことが分かる。５１時点では 「スエズ以東の全亜士櫛或」（＝東・西ア
ジア）を対象とし機関誌洛を『亘膨細珪刻 としたアジア主義団体であった。
何より重要なのは、①財政計画、②人事案が含まれていることである。財政計画は、５１と５３に存
在し、また、人事案は５３と５４に存在している。財政と人事は、下記それぞれの項目で分析する
宮村三郎の名前が人事案に加わっていること（５４に国際回教徒協会の総湧努部長に擬せられている
ほか、後援会の幹部〔役職は不明〕に佐久間と並んで載っている、５３にも理事に擬せられている）、
この書類が宮村の所蔵であることから、大日本回！鮒落合の会長秘書ｒ常杵参事 で右（ぉ宮村の関与

（５）執行部の人事

　

国際モスレム協会の執行部の窄豹致は、政治家、財界人などの大物の起用が多い点、各国駐日大使が
名前を連ねるなど国際色が豊かな点である。

　

当初は、在台湾回民の比重が多いが、徐々に中東出身外交官の比重が増える。 しかし、在台湾回民
は・一貫して重要な構成要素であった。１９５３～５８年の間の現存する名簿すべてを碑ョ前が載っているの
は、佐久間、白崇稿（中国回教協会会長）、時子周 （同副会長）の３名のみである。この３名がコア
メンバーだったことは明白であろう。なお、計画段階（１９５２年５月の宮村史料５３）には、台湾、イ
ンドネシア、パキスタン、エジプトの首脳◎要路者との提携防が目指されている３２。 台湾に関しては、
ほぼ実現できている。パキスタン、エジプト、トルコの駐日大使は常にいる。一方、日本外務省の現
役外交官；絡 前を連ねていない（寄稿はあるので全く無関係ではないが、幸対テ部には入らず）。

　

日本人の執行部メンバーに関しては、創設時は、戦中派の政治家、軍人、外交官、ジャーナリスト
を動員したもの（たとえば、岡ネ・揮寧次、和知鷹二、重光葵、安倍源墓、緒方竹虎、など）であり、大

３１ 「〔国際モスレム協会◎及び同後援会

　

執行部人事構想メモ〕」「宮村史料」５４で功最初から国際モスレム協会と記載
されているため、本文書は最後に作成されたと比定できる
３２ 宮村三郎史料に以下の記述が追記として残っている。「参考として近き将来、本協会の支援者と予想される可き有識
者、団体等の主なるものを挙げれ；潔次の通りである。白鷺藷、時子周、馬歩芳、馬歩青、馬〒鳴逓、スカルノ；だ絹嫡頃（ＳＩ窓ａ１－ｎｏ）、
スキマン首相 （Ｓｍにも中ａｎｗ鱒ｏｓａｍ雨 ｏ）、スバルジョ前外相

　

偽ｃｈｍａｄｓｏｅｂａｒｄｉｏＤ岡ｏａｄｉｓｏｅ巧ｏ）、 ハシム宗教大臣

（ＷａｈＡｄＨａｓｙｉ＊：Ｐ）（以上インドネシア）。 ナジムデイン首相 （顔級ｗａｊａＮａ嘘ヒロｕｄｄ血）、 カーン外相 （Ｍｏｈａｍｍａｄ

Ｚ紙如迎山 勘Ｌｍ）、フセイン外相代理、スタルサイス大使（以上パキスタン）。 ナハス苛虐詠目（ＭｏｓｔａｆａＢ１‐Ｎａｈａｓ）、ア

リ◎マヘル首相

　

仏ｌｙＭａｌｌｅｒｐａｓｈａ）、 モタール蔵相

　

鯛 如ａｎＩＥｂｅｉｄ）、 マギル９ベイ内相、アムール大使、 ファラク

外相代理（ＦａｒｏＬ幻、サレ青年モスレム聯盟会長（以上エジプト）、アラ方連盟事務餅念長」（「宮村史料」５３）。

整理番号５１／国際回教徒協会創立趣意書並ニ規約収支予算書〔１９５２年？〕
整理番号５２／国際回教徒協会魁藤款案〔１９５２年？〕
蜘畢番号５３／国際モスレム協会創立趣意書・定奏◎第一期計画案◎発起人名簿（１９５２年５月１日）
整理番号５４／〔国際モスレム協会◎及び同後援会

　

幸狩テ部人事構想メモ〕〔１９５２年５月以降〕

－１８

　

－



料５３、５４）をおおむね踏襲している。一部を除いて承諾を得られた模様が分かる
３３。なお、計画案段

階（宮村史料５２）では、白崇蔭を会長に戴く計画もあった（その場合、宇垣む絡 誉会長）踏。１９５２年

の創設期には宮村三郎の関与が看取できる（なおかつ、宮村史料５４では宮村三郎は理事に擬されて

いた）が、発足後の人事には含まれず。

　

ただし、以上の倉帽設時の要人の数々は１９５３年いっぱいで姿を消し、 しばらく、日本人の執行部人

員は佐久間のみ（それ以外の人員は外国人ムスリム）という日署ｔが続く。１９５７年以降、佐久間以外の

日本人理事が復活する。それも財界出身者が多数を占めていた。たとえば、稲垣平太郎（日本貿易協

会会長）、植村甲午郎（経済団体連合会副会長）、高±副勝次郎（三菱商博瞬士長）、山際正道（日本金露テ総
裁）、藤山愛－郎（日本商工会議所会頭）などである。これは日本が貿易立国への転換を図った動きと

軌を一にしている。

　

国際モスレム協会の代表者は「会長」であるが、空位であることが多かった。初代会長は宇垣一成

伝外相、元朝鮮総督）であるが、５３年中に辞職（宇垣は５３年４月の第三回参議亮選挙中に一酸化

炭素中毒により半身不随になるため、そのための辞職と思われる） した本歎美であり、１９５８年に石橋

湛山が会長に就任するまで会長職は空位となった。５８年に石橋が会長となるが、『石橋湛山日言副 に

は国際モスレム協会に関する記述もある３５。

　

大日本回教協会蔑雛系者の登用は、１９５３年に監査役を務めた村田省蔵（林期、四王天期に回教協会
副会長）のみである。計画段階では、稲田将 陳；京イスラム団）、宮村三郎（林期の会長秘書）が理事

争餅甫に入っていた。同日納期に活動していたはずの日本イスラム協会（四王天期のメンバーが主体）か

らの参加者（争蔚南三者） は見られない。Ｇｒｅｅｎ国ａｇにも、日本イスラム協会の醍詐系者が出てこないた

め、国際モスレム協会と日本イスラム協会は没交渉（あるいは度雛系が悪かった）可能性がある。後述

の通り、松田寿男（のちの日本イスラム協会理事長）が国際モスレム協会の活動にも関与している。
だが、それは松田が日本イスラム協会に関与する前の日納期にあたる。

（６）財政

　

宮村史料によると、運営費は、広告収入、会員費収入、寄付金によって賄う計画であった。外務省

の補助金だよりの体質であった大日本回教協会とは異なる。宮村史料５１によると、収入（年額め

　

１

億６８００万円を想定していた３６。ただし、宮村史料５３では、収入（月額）１５０万円を想定３７し、年額

に直すと１８００万円である。なおかつ、宮村史料５３では、創立１カ年の必要経費を１０００万円と見て

いる。比べてみると、５１から５３に至る過程で比較的現実的な金額に補正されていることが分かる（た

だし、年額１０００万、もしくは１８００万円が１９５２年時点で本当に現実的か否かは再検討を要する）。

　

以上は計画段階であり、実際にどれだけの寄付金や広告収入が集まったのかは不明である。後掲史

料３の記述（１９５６年時点）によると、ＧｒｅｅｎＷａｇ刊行以外の事業には着手できていない。裏を返せ

３３ 「宮村史料」５３に執行部人員ゑ鰭戴こ挙げられながら就任に至らなかった人物としては、稲田将、宮村三郎（以上、
理事須蔚前、美土路昌一（理事もしくは評議員市蔚甫）太田一郎、矢音険…夫、安岡正篤、通藤夏雄、向井忠頃青、郷古潔、
寺井久四郎（以上、言幅灘員隼蔚前

　

がいる。
紘白崇藷の国際モスレム協会への関与については台湾の国史館に関連の棺案力冴残っている。「蒋経国電華類光日擦報日本

回教国際協曾曾長宇垣一成理事長佐久間禎有晴白痴蔭為該舎名誉曾長之意等情経呈奉諭請薄告勿典白連繋瑛渠不育Ｅｆｔ表
我国回教也」（１９５２年１１月１７日）、蒋中正糸寒流文物「一般資＊斗蒋経国致各界文電資料 （十四）／０６８」 僕蔵競００２‐

０８０２００‐００６４２‐０６８）。
３５ 『石橋湛山日言副 によると、１９５６年８月９日むこ石橋は国際純スレム協会の午餐会に出席している（石橋湛－＠伊藤

隆編『石橋湛山日言刻 みすず書房、２００１）。同日記における国際モスレム協会で関する唯一の記述である。記述が極度

に少ないため、石橋のモスレム協会への関与は限定的であったことが分かるが、一つとはいえ記述があることで、名義

貸しではなく、実際に関与していたことも同時に判明した
３６雑誌広告料で１２００万円。雑誌販売で１２０万円。残りは寄付金及事業収益（「国際回教徒協会創立趣意書並ニ規約収支
コ乙食宮ヨキ，「一＋＋什ｒ車ー１

　

ヒ１｝ブ

　

「声音弐毛ぼけ÷←しＴ

　

÷ブ

　

タｔ

　

玄日

　

玄白プヒ

　

乍すれ打／ハ市急山浮ぶ只－古ｏｔ密

　

「－－；い／／「ァ＼Ｆｎ隠ー佑会員ｉ

　　

Ｊ～ナ７；《て力

－１９
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ば、機関誌発行がやっとの収入しカヰ辱られていない可能性がある（赤字の可能性もきわめて高いが）。
広告収入に関しては、初期のＧｒｅｅｎ副ａｇには大企業の広告が多数載っている。メガバンクはあら
かた載っている。ただし、広告は徐々 に減っていく。出光と共同印刷、日東化学、大日本精糖の四つ
に絞られていく。外務省から援助があった可能性はあるものの、確認不能である。戦後公開外父輔叢緑
（外務省外交史料館）には国際モスレム協会醍雛系の簿冊は存在しない。

４． 国際モスレム協会機関誌Ｇｒｅｅｎ副ａｇの分析題

本章では、国際モスレム協会機関誌ＧｒｅｅｎＷａｇの簡単な内容分析を行う。

（１）執筆者

　

日本人もいるが、世界中から寄稿者がいる。肩書きなどから確認できるものだけでも、台湾、イン
ド、 パキスタン、イラン、 ビルマ、インドネシア、 エジプト、 ドイツ、イギリス、 アメリカ、 アルゼ

ンチンからの寄稿が確認できる。また、執筆者の肩書きは、 ジャーナリスト、宗謝 護渚、研究者、
政治家、外交官、実業家などである。既述の通り、台湾からの寄稿もある。他の印刷物からの転載も
若干ある。しかし、大部分はＧｒｅｅｎ

　

副ａｇのために書き下ろされたもの（海外の執筆者の場合でも）
と見ることができる。

（２）題材、内容に関して
題材、内容は以下の三点の窄瀞致があった。

　

第一に、政治的には反共主義の立場を取ったことである。共産主義に対する拝辞り記事は非常に多い。
ほぼ毎号、共産主義、及び共産主義陣営に関する攻撃記事が掲載されている。 国際モスレム協会が、
反共を旗印の一つに掲げていたボ歎羨が看取できる。また、その多くはソ連を１反想敵としたものである。
中共への井辞り記事はソ連に比べると少ない。この点、中共牝畔りを徹底させた『中国回教協会会刊（会
報）』と比べると興味深い。

　

第二に、イスラームの連帯感を狙った記事が名凄鮮碁載されたことである。世界各地のムスリムの状
況がレポートされている。汎イスラーム主義にのっとった記事も多い。戦前の大日本回教協会も同じ
ような宣伝を行っていたが、回教協会の場合、日本人、もしくは在日ムスリム（タタール人）の文章

であり、「独り善がり」 の傾向が強かった。Ｇｒｅｅｎ

　

罰ａｇは在宅タトムスリムの手になる文章が掲載され
ており、この点説得力が増している。事実、読諸欄（後述）でも好意的な言軸茄がなされている。

　

第三に、日本事情案内書としての性格を具備したことである。日本文化、日本の産業、貿易品目をこ
関する紹介記事が数多く掲載されている。日本各地の風景写真も多く掲載されていた。日本事情紹介

は、戦前の大日本回教協会の宣伝写真誌（『グラフ』）でも行われていた。『グラフ』はむしろ写真誌で
あり文章はキャプションとして添えられる程度であったが、 Ｇｒｅｅｎ副ａｇは文章が主体である。 戦後
復興、高度成長していく日本の状況が、各禾猷売計を用いて事細かに説明されている。

（３）佐久間禎の巻頭言の内容分析

　

糸跡冨の都合、及び、労力の問題で全記事の内容分析はできないため、毎号巻頭に掲げられた佐久間
の巻頭言を簡単に分析したい。

　

佐久間の当初（１９５３年初頭）の巻頭言は国際モスレム協会の設立趣意書にもあった、３Ａ地域の
連帯を訴えるものであった（１（１）、１（２））。この頃は反共宣伝はあまり熱心に行っていない（佐久間以
外の記事では反共宣伝はあるにはある）。１９５３年後半以降、次第に反共色が強くなっていき、イスラ
ームの使命は共産主義と戦うことだと訴える巻頭言をいくつも書くようになる（１（４～６）、２（１））。反

３８本章におけるＧｒｅｅｎ

　

ｍａｇの引用は、 誌名を省略し、 巻号のみで表記する。 例：３（１）。

－

　

２０

　

－



共と３Ａ捲り域の連帯をともに訴えた巻頭言を３（１）に書いているが、確認する限り、巻頭言で３Ａ地域
が出て来るのはこの号が最後である。ここまでは、どちらかというと、現実実政治に対する分析よりも、
鍾現念的にイスラーム＝反共（あるいは３Ａ士勘或の連帯）と訴えることに重点を置いた記事が多い。

　

１９５５年４月以降、冷戦下の国際政治に関する観測記事（その上で反共を訴えたもの）が増える（３（２）、
４（１～５））。アジア◎アフリカ会議が採択した平和五原則には押断徐的であり（４（１））、また、フルシチョ
フの平和共存政策にも懐疑的である（４（２～３））。中立主義にも拝辞り的で、暖昧な態渡を取らず共産主義
に明確に抵抗するよう求めている（４（２）５（５））。１９５７年１２月の巻頭言では、ソ連の平和攻勢に打ち勝
つために、イスラーム諸国（中東に限った話ではない）の連帯を訴えた（５（６））。

　

総じて言うと、共産主義の脅威を訴え、ムスリムが反共主義を採るように訴えた、という予想遍３り
の内容であった。

（４）読諸に関して

①読諸欄の分析
３（１）から４④まで読諸欄（読諸の手紙が掲載） が存在していた。 欄鷹は、 鼠３ａｄｅごｓＦｏｒｕｍ （３（２）ま
で） から 鱗ｔｔｅｒｓへと変遷暮した。一般的にメディア研究において受手（読渚、視聴者など）の特定は
難しく、この投書欄は大変貴重である。 どの手紙も、Ｇｒｅｅｎ馴ａｇに対する好意的な意見である。当然
ながら編集部で取捨選謝宍した結果であろうが、それにしても好意的な意見が多く、また熱心な読誘テが
いたことが分かる。
五大陸から読諸の手紙が届いている。ほぼ全てが、世界各地のムスリムコミュニティからの手紙で
ある。 Ｇｒｅｅｎ 罰ａｇ は世界のムスリムを結びつける役砦割を担ったものと言軸薗できるかもしれない（筆
者は不勉強だが、このような役砦割を持ったムスリム国際メディアが当日瀞撒こあったのだろうか？）。
ただし、執行部に在台湾回民が常にいるにもかかわらず、台湾からの投書が一つもいない点は不可解
である。 現存Ｇｒｅｅｎ副ａｇと同日筆期の『中国回教協会会刊 （会報）』（台北）を確認しても、国際モス
レム協会に言及したものがほぼない。 日本と台湾の相互の取り上げ方は非支挿券的である。

　

このような広範囲に、どのように配布していたのだろうか。この刻ま不詳な点が多い。外務省を利
用した可能性があるが現時点では立証困難である。かつ、日本と外交関係を樹立（１９５７年）する以前
のポーランドからの手紙 （１９５５年時点）があるため、外務省の配布だけでは説明できない部分があ
る。となるとＧｒｅｅｎ罰ａｇの配布を担った協力者が国外にいた

　

Ｑ詞潟確実にムスリム）と考えるのが
自然だが、そのような琵雛系をどのように構築したのかは不明である。

数名の読諸欄への常連投書者が確認できる。また、ｏｓｃａｒＣ．Ｐ鏡ｕｓやＭａｈ」ｍｕｄＢｒｅＭ のように、

読誘テから論文執筆者に転じた事例がある。さらには、Ｔａ嵐ａ履ｉＨ血 ）ｅｂｉｓのように常連投書者から、
国際モスレム協会の幹部入り（名誉顧問／１９５８年幸狩テ部） した人物もいる。

②日本語記事と日本人読渚

　

４（１）以降、日本語記事が登場した。注意すべき点は、英語記事の日本語訳ではないこと（逆に、日
本語記事の英訳もない）。外国人の寄稿が日：婦福沢して掲載された例も少なくない（しかし、もとの英
語の記事は掲載されていない）。

　

日本語『欄を設けた理由は「国際モスレム協会附設イスラム圏問題喜研究室に就て」（後掲史料５）にも
述べられている。日本語記事の採用に関して、外国読諸（インドネシアＴ袖ｄａＫｉ叙れｍ ）ｅｂｉｓ） から好
意的意見が寄せられている４（２）。

　

日本人読諸向けにアラビア語講座（国際モスレム協会主催）の案内が出る。非常に好評を博したよ
うで、応募者が殺姪りした様子が伝わる。明かに日本人読薩テがいた様子が分かる。

　

ただし、日本人読渚の読者欄がないため、 どのような属性の読者がいたのかいまいち分からない。
アラビアョ藷講座への応募者の集計（５（３）掲載戸こよると、応募者２０名中、商社（石油、貿易等）が１０
名、研究団体４名、学生４名、官庁２名、とのことである。この集計をそのまま読者の属性の偏差と

－

　

２１ －



見るのには留保が必要であるが、ある程度の傾向は掴めるだろう。

５。イスラム圏問題寡研究室と松田寿男、そして国際モスレム協会の終煮日慕期に関して

　

国際モスレム協会は、Ｇｒｅｅｎ罰ａｇを利用した対外宣伝を主な目的としていたが、その過程で研究

糸噺哉としての性格も志向することになった。その結実となるのが「イスラム圏問題罫研究所」の設置で
ある。

　　

便料４）「国際モスレム協会ｆ昨挿設イスラム圏研暁陸談こ就て」 錆濠鰯 周智

　

４《の、３８頁

　　　

顧みる過去 ３ヵ年に亘る我々の努力の結晶は僅にグリーン◎フラグを通じて我々の理解と親

　　

交のみに過ぎず、爾余幾多の計画の遂行は全然其緒に就くことも出来ずに居りますことは誠に恥

　　

しい次第であり、深く反省させられるところでありますが、然し由来我国朝野の人士は戦後と難

　　

も依然として三Ａ士櫛或軽視の傾向を免れず、従って本協会設立以来、終に日本朝野の人士の力

　　

を籍ることを遠慮いたしまして、僅に理解ある少数の人々の支持以外各国使臣や有志のみを以て

　　

協会理事者と為し、殆ど二、三の同志の協力を以てグリーン◎フラグの発行を続けつつ今田こ及

　　

びました。

　　　

此際グリーン◎フラグの面目一新を期しまして其内容的にも充実を図る計画を遂行いたします

　　

為めに、 新に協会にイスラム圏問題罫研究室 （ｌｎｓｔｉｔｕ錠ｏｎｏｆｌｓｌａｍｉｃＳｔｕｄｉｅｓ） を附設しまして有

　　

数の学者、専門家を網羅し、其三Ａ 地域に亘る権威ある研究をグリーン◎フラグ誌上に英文と

　

共に日本文を以て発揚則、たし、また随細締
、ミナーノ内等を開いて、遺憾なく；彼地の文化、経済、政

　　

治等諸般の紹介を十分に試み以てイスラム圏諸国の要望に添うと共に、日本朝野の理解を深める

　　

為に不惜身命の精進をしたいと存じます。

史料４の文章の作者は佐久間だと思われる。それまでの活動に関して驚くほど謙虚に反省が行われて
いる。日本人の協力を得られなかったことの反省のもと、日本国内の学者、専門家を網羅した研究機

関を発足させ、その研究を誌上に発緑きすること（従来なかった日本言語文も用いて）が宣言されている。

　

この研究室に関しては、松本（２００９）で詳述されているので詳述簿避けるが、当時有数の経済官僚、
中東研究者を集めた豪華な人選である３９。松本（２００９）において「回教圏研究所閉鎖の後、本格的な

イスラーム研究の晴矢ともいえる糸瞭哉であった」（１２７頁）と言軸面されるのももっともなメンバーで
ある。

　

国際モスレム協会が回教政策機関だけでなく、研究機関の性格をも具備しようとした証左と見なし
うるが、メンバーの松田の証言（史料５）によると、あまり上手く機能しなかったようである。

　　

便り料５）「座圏談会

　

日本におけるイスラム学の歩み」における国際モスレム協△及びじイスラム

　

圏問題研究皿室に関する証言卿

　

松田寿男

　

前嶋さん。あの佐久間さんの「国際ムスリム協会」というのがありましたね あの協

　　　　　　　

会が昭和３０年７月に研究所というものを作るので、その研究員にならないか、とい

　　　　　　　

われたことがあったでしょう。私のところへ山本達郎氏から云ってきて、私一人では

　　　　　　　

いやだから、前嶋さんと一緒ならば入るといって、それで私が前嶋さんに連絡して、

　　　　　　　

たしカー左久間さんがあなたのところ÷ 行った覚えがある。

３９イスラム圏問題喜研究室のメンバー１０名は下記の通りである （「国際純スレム協会附設イスラム圏研究室に就て」
Ｇｚ兜ぬ

　

躍ａぢ

　

４（１）。肩書きは出典ママ）。大剰左武郎係数斉企画庁経済計画部長ヲ、川崎薫陶眠帝石嘱託、アラビヤ研究
｛弟、山本達郎（東大教授）、松田寿男（早た艶受）、前職言次（慶シ大老費受）、青木文教 陳：大言都市、チベット研究

｛）、岸
辺成雄 陳大助教授）、三上次男

　

係友艶受）、清水董三（外務省、公Ｍ吏）、佐久間禎（イスラム及中国研究
｛）。

４０「『座談炎…≧』日本におけるイスラム学の歩み」（１９６４年１月２５日実施）『イスラム世界』２（１９６４）７２頁。

－

　

２２

　

－



　

前山闇言次 そうでしたね

　　

松田寿男

　

そして何力凄汝名の人を集めて研究所というものを作って、２、３度会合したことがあ

　　　　　　

りました。 しかし学問的なことは何もやらなかったですね

　

松田の証言によると、この豪華な人選；諸機能きず、どうやら開店休業の状態（奇しくも当時の日本
イスラム協会と同一の状況）だったようである。実際、イスラム圏問題寡研究室発足後、研究室メンバ
ーでＧｒｅｅｎ副ａｇに寄稿したのは、佐久間を除くと川崎寅雄のみである。 全日筆期に対象を広げても、
メンバーのうちキ寄稿者は大剰左武郎、青木文教を加えるのみである。

　

なお、松田寿男 （１９０３‐８２）みま

　

日本における内陸アジア史、東西文化交流史研究の第一人者であ
る。東京帝国大学文学部東洋史学科を卒業後、戦前期は図恩鄭院大挙教授、京城帝国大学助教授、回教
圏研究所研究員などを歴任した。戦後は７年の晴耕雨読生活を経て、１９５２年に早稲田大学文学部教
授に招かれ、７４年の定年退輔哉まで同職にあった４１。

　

また、１９６４年１月時点（上記史料５）で「あの佐久間さんの『国際ムスリム協会』というのがあり

ましたね」と過去形で語られる状況を見るに、本時点で国際モスレム協会は解散して数年が経ってい
ると見ることができる。

　

１９６０年４月の台北モスク落成式に佐久間は国際モスレム協会会長の身分で参加している４２ため、
国際モスレム協会は少なくともこの時点までは存続していた可能性が高いが、佐久間の三男佐久間穆
が作成した佐久間禎の年譜によると同年７月１５

　

日に佐久間は国際モスレム協会理事長を辞してい
る４３。史料５の松田の口ぶりと合わせて考えてみると、恐らく、佐久間の辞職と同日慕期（１９６０年７
月）に同協会は解散した可能性が高い。
松田寿男が日本イスラム協会に深く関わりはじめたのは１９６０年の常任理事説壬時である（６２年の
大ネ・鎌太郎の没後に理事長を継承し、翌６３年に復活させる）。松田は、国際モスレム協会に積極的に
関与していない（嫌々関わった）と、自身では証言しているが、国際モスレム協会会解散とほぼ同時に
日本イスラム協会に関わったのは偶然なのか、それとも何かしらの因果関係があるのか。大日本回教
協会の二つの戦後を考察する上で大変興味深い事実である。

６． むすびにかえて

本論文は、戦前期日本最大の回教政策機関であった大日本回教協会が戦後どのように継承された
（されなかったのか）という朝こ関し、日本イスラム協会（公豆式の後継団体）、国際モスレム協会（非
公等式の後継団体）の「二つの戦後」を措定して、特に後者に力点を置いて分析を行った。それにより、
１９５０年代日本の対イスラーム宣伝工作における、戦前期との継承醍雛系が解明できた。
日本イスラム協会は、大日本回教協会の研蒲部を母体としたもので学術団体としての存続が企図さ
れた。大日本回！謝鴛

△の主たる任務である対外宣伝（＝回教政策）機関としての性格；湖瞬ｋされなか

った。一方、国際モスレム協会は、その設立趣意書を見ても、機関誌Ｇｒｅｅｎｍａｇを見ても明らかに
対外宣伝を意図した糸噺哉である。また、台湾、トルコ、エジプト、パキスタンとの提携に成功してい
る。国際モスレム協会は、大日本回教協会の対外宣伝機関としての性格と理念を継承したものである。
宮村三郎史料の記述から、回教協会旧跡灘員の関与も石鶴忍できた。糸噺論捌こ直接の後継団体ではないも
のの、大日本回教協会の「もう一つの戦後」 と位置づけることができる。

４１松田寿男「私と学問」（松田寿男『古代の；利 筑摩書房、２００５）。同書の著者紹介も参照。
嬢 「室北清真寺昨落成 六百鹸人参加成鵬典 陳副糸聯繋卦虎召回教同胞 合作圏結消滅共産主義」『中央日幸剛１９６０年４月１４
日、第一版 「中波 ”＋文〕非日回教代表◎共同発表協議郭真／団結東南亜回教人民提高警覚／反抗鱒に霜命邪説説法
予以擢毅」『中国回教協会云ｉＥ副 第７３期（１９６０年４月２５日）第一版
４３「佐久間貞次郎◎禎り東山年譜」（佐久間東山『蓑世誌堀副 現代響朝社、１９８５、２８９÷イ２９３頁）。

－

　

２３

　

－



林期の回教協会の一員であった宮村三郎が、国際モスレム協会の創設段階に関わっていたことが立
証できた。国際モスレム協会は、佐久間貞次郎（戦前期中国で活動した日本人ムスリム）の主催した
糸麟哉だが、旧回教協会職員との合作でもあったのである。そして、国際モスレム協会には、四王天期
の回教協会関雛系者の関与は全くない。Ｇｒｅｅｎｍ‐ａｇを糸鴫峯いても、日本イスラム協会（四王天期回教協
会の後継団体で１９６２年まで大ネ帽謙太郎が理事長）と交流した形跡も確認できない。イスラム協会関
係者のなかでも松田寿男（早大教授 １９６０年に日本イスラム協会常任理事、６３年に理事長）は、国
際モスレム協会に関与しているが、今回の対象日射期は、そもそも松田が日本イスラム協会に参加する
前にあたる。
大日本回教協会と国際モスレム協会を比較すると、その手￥去締理念；湖断ｋされているとみることが
出来る。 ただし、国際濠環境の変化により、国際的反響は大きく変わってしまっている。
大日本回教協会の対外宣伝の効果に関して筆者はそもそも懐疑的である。その宣伝内容は、汎イス
ラーム主義、反共、反英米を主体としていたが日本盟主論を前提としており、ムスリムからの共感を
得られにくいものであった。また、内容の善し悪し以前に、敵国からの妨害に遭っており、対象者に
届いていなかった可能性がきわめて高い。日本の回教政策に関与した外国人ムスリムはいるにはいた
が、 占領下のムスリム、あるいは１敏治的な理由による対日協力者であった。
対して、国際モスレム協会は、幸狩テ部においても機関誌執筆陣においても、国際的な連帯に難なく
成功している。また、広く世界のムスリム読誘テからの反響も確認できる（特に、戦前期は敵対してい
た白崇藷率いる中国ムスリムとの連帯を達成）。宣伝内容は、汎イスラーム主義、強固な反共主義と貿
易立国日本の宣伝であった。確かに、独善的な日本盟主論などはなくなっている。だが、筆者は、日
本の回教政策、国際モスレム協会（そして佐久間）が劇的に変わったようには思われない。変わった
のは、むしろ国際額環境の方ではないだろうか。
佐久間が戦後そのスタンスを変えずに国際舞台に復帰出来たことは、戦後新しいパトロン（金銭的
援助だけでなく、佐久間の活動をスムーズに進めるための便宜も含む）を得たことを意味している。
戦前期佐久間；滋筒鉄の後援で活動をしていたが、戦後期に国際反共主義宣伝の展開を行った勢力によ

って利用価値を見出されたのである。このパトロンの特定は、日本国内、もしくは国外（あるいは両
方）だったのかも含め、本研究では解明できていないが、後援者なくして国際モスレム協会の活動は
不可能ではないだろう力も 戦前期に中国ムスリムから「偽ムスリム」と指弾された佐久間が、台湾回
民と醍雛系を修復できたことも、何らかの仲介者なくして不可能だったはずである。また、冷戦体制の
なか、米国の関与は恐らくあったはずである。米国が東アジアで展開した広幸影セ交」文化冷戦戦略は
近年注目を集めている製。国際モスレム協会の活動も米国の文化冷戦戦略の中に位置づけることが可
能であろう。東アジアにおけるこうしたイスラーム問題を国際反共主義と関連付けて論じるならば、
米国はどのように見ていたのか？もしくは何らかの関与はあったのか？といった問題は問われなけ
ればならない。米国の関与の有無に関する究明は、極東におけるＣ］醜の活動に関する文書（米国国立
公文書館などに所蔵） を収集することによって今後進めていきたいと考えている。
最後に、国際モスレム協会会解散後の回教政策に関して付言しておきたい。１９６０年に国際モスレム
協会が解散すると、戦後日本において回教政策はｉ金絶することになった。これは外務省の動向と軌を
一にしている。戦後日本外務省において、かつての回教政策は中東、中央アジア、東南アジアと士勘或
ごとに分割され、士勘或◎民族を基軸とした外交交政策に取って代わられた。特に１９５０年代末からエネ
ルギー問題を主要因として、日本は中東外交を展開することになる４５。そして、資源確保と国際貢献
（中東和平仲介）の径視点から中東問題の重要性が認められ、１９６１年５月に外務省内に中近東アフリ
カ部（６５年５月局に昇格、２００１年１月 「中東アフリカ局」に改称）が設鰭阻され、田ネ・杉聯合、片倉邦

製貴志俊彦り土屋由香編『文化冷戦の日瀞毛－－アメリカとアジア』国際割完、２００９を参照℃
蛎戦後日本の中東絶交については以下を参照り 丸山直起「中東と日本外交」 「顔のみえなし汐十三交」からの脱却」『国際
間云園４４４（１９９６）。 加藤淳平 「西アジアとアラブ諸国に対する日本の外交」バンドン会議からイラン◎イラク戦争
まで」『常磐国際珠己要』７（２００３）。白勲閏一郎『「経済大国」日本の外交」エネルギー資源跡交の形成

　

１９６７～１９７４
年』千倉書房２０１５。
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－



雄等を筆頭に、アラビア語を自在に操りアラブ問題に精通したアラビスト外交官を生むことをこなった。
「アラビスト」という言葉に象徴されるように、戦後の外務省の中東認識においては民族主義◎世俗

主義が第一であり、宗教的要素、すなわちイスラームは副次的なものと見なされるに至った。

　

しかし、見方を変えれば、独立直後の１９５０年代は、１９３０～４０年代の回教政策が１９６０年代以降の

アラブ外交に完全に移労テするまでの過渡期と位置づけることも可能である。そのような過渡期だから

こそ、戦前の回教政策の復活が一時であろうとも実現したのである。国際モスレム協会が１９６０年に

解散せざるを得なかったのはある種象徴的である。国際モスレム協会に対し外務省がどのような関与

を行ったのかの解明は今後の課題頁となる。

　

〔付記１〕本論文は、科学研究費補助金（Ｂ）「一帯一路構想の系譜とエスニティのネットワークを

介した対外文化戦略の研究」（代表：松本ますみ）１６Ｈ０３４６０による成果の÷部である。

　

〔付記２〕本稿は、以下の既発表論文（中国語）を、日本語をこした上で大幅に改稿したものである。
島田大輔「国際モスレム協舎（国際穆斯林協舎） 典１９５０年代日本学雑形斯蘭宣博工作：戦前日本回教

政策的運績性ノ鰯榛ー糟性」（李福鐘◎若林正丈◎川島真◎瀕さ郁如玉編『跨域青年拳学者台饗典東亜近代史
研究論集 僕汁ニ輯）』稽郷出版社（台北）

　

２０１８年１月、ｐｐ。３９９‐４５６）。
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